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2013.3.6　札幌市障がい福祉課　作成2013.3.6　札幌市障がい福祉課　作成2013.3.6　札幌市障がい福祉課　作成2013.3.6　札幌市障がい福祉課　作成

１　事実経過等 4　現段階の対応策について（平成25年3月6日現在）１　事実経過等 4　現段階の対応策について（平成25年3月6日現在）１　事実経過等 4　現段階の対応策について（平成25年3月6日現在）１　事実経過等 4　現段階の対応策について（平成25年3月6日現在）

（1）平成25年4月以降の診療体制について（1）平成25年4月以降の診療体制について（1）平成25年4月以降の診療体制について（1）平成25年4月以降の診療体制について

現行の常勤医師5名体制から比べると診療体制が縮小することから、昨年秋から

入院患者の転退院を進めているが、数名が残る見通しとなっている。

・平成25年4月以降、これ以上の医師の確保ができなければ、新規の入院患者は、

基本的には受け付けを見合わせる。（急患等を除く）

・新規外来患者の予約受付については、次年度の診療体制等が確定し、安定的に

診療ができる見通しが立った段階で再開したい。

（2）児童心療センター等のあり方検討について（2）児童心療センター等のあり方検討について（2）児童心療センター等のあり方検討について（2）児童心療センター等のあり方検討について

2　医師の退職理由について2　医師の退職理由について2　医師の退職理由について2　医師の退職理由について

5　障がい児（者）医療・福祉複合施設整備計画について5　障がい児（者）医療・福祉複合施設整備計画について5　障がい児（者）医療・福祉複合施設整備計画について5　障がい児（者）医療・福祉複合施設整備計画について

【複合施設完成予想図】

3　後任医師の確保状況等3　後任医師の確保状況等3　後任医師の確保状況等3　後任医師の確保状況等

平成25年2月18、19日 市議会代表質問において、当面の対応策等を説明

平成25年3月5日 市議会予算特別委員会において、当面の対応策等を説明

札幌市児童心療センター　医師退職表明等にかかる対応について札幌市児童心療センター　医師退職表明等にかかる対応について札幌市児童心療センター　医師退職表明等にかかる対応について札幌市児童心療センター　医師退職表明等にかかる対応について

時　　期

児童心療センター児童精神科部長が今年度末に退職する意向を表明。そ

の後３人の医師も今年度末で退職する意向を表明。

平成24年8月下旬

項　　　　目

平成24年9月上旬～

センター長等が医師全員と面談を行い、辞意も固く慰留困難と判断。

関係機関に後任医師の確保等について協力依頼を開始。

平成24年11月13日 本件について、対応状況等を市議会厚生委員会に報告

平成24年12月6日 市議会代表質問において、医師の確保の状況等を説明

平成25年2月14日

医師の確保等について、当面の対応策を決定。

児童心療センター職員に対し説明会開催。

【退職表明医師から聴取した理由】

（主たる理由）

開業するためであったり、自身のスキルアップや理想の医療を求め、他の病院に勤務した

いため、本年度末をもって退職を希望。

（その背景にあったもの）

運営体制等に関する不満や不安があった。

・病院運営等を巡り、本庁等との意見の相違。

・成人部門と分離したことによる運営体制の縮小化や、病院機能の低下。

・現在の医師数（５名）でも、ぎりぎりの診療体制である中、これまでに対処されていない

加齢児の問題や、26年度からの複合施設化等、次年度以降も解決すべき課題が山積してい

ることへの不安。

【医師確保見通し】

・近日中に、医師の勤務シフト等も含めた診療体制を確立できる見通し。

・別途、当直医の公募も行っており、必要数の確保について概ね目途がついた状況。

・医師の公募は、今後も継続して行う。

行政部門の医師の人事異動による対応も含め、常勤医師、非常勤医師を合わせて、

常勤換算３名以上の医師を確保できる予定。（常勤医師３名、非常勤医師４～５名）

児童心療センターについては、昭和４８年に前身である静療院児童部の開設以来、

児童精神科にかかる北海道内のパイオニア的な存在として大きな役割を果たしてき

ており、平成２４年４月からは、増え続ける発達障がい児への対応などについて、

政策的に充実化を図っていくこと等を目的に、企業会計である病院局から保健福祉

局に移管したものである。

一方、今回の医師退職を契機として、加齢児の問題等、児童心療センター運営に

関して様々な課題が顕在化してきたのも事実であり、それらの課題について、考え

方等を整理しながら、今後の児童心療センターのあり方や方向性等を決定する必要

があることから、今年度中に、児童心療センターも含めた札幌市全体の児童精神医

療のあり方を検討する場を設ける。

複合施設化計画については、計画を進めていく中で、現場医師等関係部署の意見

や要望を聞きながら、可能な限りの対応を行うなど柔軟に進めていく。



 札障第 5570 号 

平成 25 年（2013 年）３月 12 日 

 

  札幌市精神保健福祉審議会 

会長 齋藤 利和 様 

 

 

札幌市長  上田 文雄   

 

 

「札幌市における児童精神科医療のあり方」 

諮  問  書 

 

 

 「札幌市における児童精神科医療のあり方」について、貴審議会に諮問します。 

 審議のうえ、答申いただくようお願いします。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

札幌市における児童精神科医療のあり方（諮問） 札幌市における児童精神科医療のあり方（諮問） 札幌市における児童精神科医療のあり方（諮問） 札幌市における児童精神科医療のあり方（諮問） 

    

 児童精神科医療については、平成 20 年 2 月に「児童精神科」が正式な標榜科として認

められたことや、今年度の診療報酬改定において「児童・思春期精神科入院医療管理料」

が新設され、大幅に報酬が引き上げられたことなど、ここ数年において、全国的に充実化

を図るべき医療分野とされているところです。 

札幌市内におきましては、児童精神科医療については、昭和 48 年から市立札幌病院静

療院児童部（現札幌市児童心療センター）において先駆的に取り組んできており、北海道

内のパイオニア的存在としてその役割を果たしてきたと認識しております。 

また、ここ数年は児童心療センター以外にも、発達障がいに関する診療ニーズの高まり

等から、札幌市内に児童精神科を標榜するクリニックが新たに開業されているところであ

ります。 

こうした中、本市が設置しております札幌市児童心療センターにおきまして、勤務する

医師の退職表明を契機とし、その存続が危ぶまれる状況となった他、現行の運営形態等に

ついて関係方面から課題も提起されているところであります。 

これらの状況を踏まえ、札幌市内の民間の医療資源も含めた児童精神科医療のあり方、

また、そのあり方を実現するために、今後札幌市が果たすべき役割や、児童心療センター

の安定的な運営体制等を検討し、今後の札幌市の児童精神科医療に係る環境を整えていく

必要があると考えております。 

つきましては、札幌市における児童精神科医療のあり方について、下記のとおり貴審議

会のご提言をいただきたく、ここに諮問いたします。 

 

記 

１ 諮問内容 

  札幌市における児童精神科医療のあり方について 

   

２ 答申していただきたい内容 

  ア 民間医療機関も含めた札幌市全体の児童精神科医療のあるべき姿 

イ あるべき姿を目指すための札幌市、児童心療センター、他医療機関の役割等 

ウ 上記を踏まえた上での児童心療センターの安定的な運営形態等 

 

３ 答申について 

  本市の平成 26 年度予算等に反映させるため、平成 25 年 10 月ごろまでに中間あるい

は最終答申をしていただきますようお願いいたします。 



児童精神科医療 検討部会 想定検討スケジュール 児童精神科医療 検討部会 想定検討スケジュール 児童精神科医療 検討部会 想定検討スケジュール 児童精神科医療 検討部会 想定検討スケジュール 

    

各回 平日の夜間２時間程度を想定 各回 平日の夜間２時間程度を想定 各回 平日の夜間２時間程度を想定 各回 平日の夜間２時間程度を想定 

時  期 想定検討内容 時  期 想定検討内容 時  期 想定検討内容 時  期 想定検討内容 

平成 25 年３月 12 日 平成 24 年度札幌市精神保健福祉審議会に諮問 

・札幌市精神保健福祉審議会に児童精神医療検討部会設置 

 

平成 25 年３月 27 日 第１回検討部会開催 

・会議の目的、検討スケジュール確認等 

 

平成 25 年４月下旬   第２回検討部会開催 

・基礎データ提供、札幌市の児童精神科医療のあるべき姿の検討 

 

平成 25 年６月上旬   第３回検討部会開催 

・札幌市の児童精神科医療のあるべき姿のまとめ 

・札幌市、児童心療センター、他医療機関のあるべき姿の検討 

 

平成 25 年７月中旬 第４回検討部会開催 

・札幌市、児童心療センター、他医療機関のあるべき姿のまとめ 

・児童心療センターの安定的な運営形態等の検討 

 

平成 25 年８月下旬 第５回検討部会開催 

・児童心療センターの安定的な運営形態等のまとめ 

・答申案の検討（最終答申とするか中間答申とするか決定） 

 

平成 25 年９月下旬 第６回検討部会開催 

・最終（中間）答申案のまとめ 

 

平成 25 年 10 月上旬  最終（中間）答申 

 

 

最終答申とするか中間答申とするかは、検討状況を見ながら判断する。中間答申

とした場合は、下半期も検討部会を開催することとする。 


